
Investigating Code Review Quality:  
Do People and Participation Matter? 

個人的要因, レビューへの参加数の観点から 
“コードレビューの品質”を調査 

Olga Baysal2 
Oleksii Kononenko1 Michael W. Godfrey1

1David R. Cheriton School of Computer Science,  
University of Waterloo, Canada  
Email: okononen@uwaterloo.ca,  

migod@uwaterloo.ca

2017/8/30 築山文香

Latifa Guerrouj3 
Yaxin Cao2 

2Department of Computer Science  
and Operations Research,  

Universite ́ de Montre ́al, Canada  
Email: yaxin.cao@umontreal.ca, 

olga.baysal@umontreal.ca

3Department of Computer Science 
and Software Engineering, 

Concordia University, Canada 
Email: latifa.guerrouj@polymtl.ca 

ICSME’15

mailto:migod@uwaterloo.ca
mailto:olga.baysal@umontreal.ca


背景
๏ コードレビューはソフトウェア開発にとって重要 
‣ コストはかかるが, 未然に欠陥を防ぐための有効な方法 
‣ レビュワーはソフトウェアの品質を保つためのゲートキーパー 

๏ しかし, コードレビューを行なった後も欠陥が含まれている 

๏ 先行研究では, コードレビューとソフトウェアの品質との関
係などが調査されている 

๏ 本研究では, “コードレビューの質”に着目して調査
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RQ
๏ RQ1 
‣ レビュワーはどれくらいバグを見逃すのか 

๏ RQ2 
‣ 個人的な要因はコードレビューの品質に影響するのか 

- オーナーシップ（モジュールでの変更割合）とコード変更後の
欠陥に強い相関がある 

๏ RQ3 
‣ コードレビューへの参加数はコードレビューの品質に影響する
のか 
- レビューへの参加数が少ないと欠陥が出やすい
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対象プロジェクト

๏ Mozilla 
‣ 2段階レビューがある 
‣ Mozillaの主要なプロジェクト3つ 

๏ 期間 
‣ 2013/1/1 - 2014/1/1
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データの取得

1.VCSからコミットを抽出 
2.BTSからコミットと対応
する不具合を紐付け 
3.バグに関するメトリクス
を取得 
4.レビューに関連するメト
リクスを取得 
5.コミットとパッチを紐付
け 
6.バグが混入したコミット
の特定のためにSZZを使用
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メトリクス
๏ 3つの種類に分類 
‣ 技術（Technical）：レビュー対象の難易度 
‣ 個人（Personal）：プロジェクトに対する経験 
‣ 参加（Participation）：レビューへの参加数 

๏ 以下, 取得するメトリクスと取得する理由を表にした 
‣ 論文中表Ⅱ
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メトリクス：技術
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メトリクス 説明 根拠

Size(LOC) 追加/削除した 
コード行数の合計

サイズが大きいコミットは
バグが含まれやすい[]

Chunks バグのひと塊り 仮説：複数のファイルにま
たがる変更はミスしやすいファイルの数 変更したファイルの数

モジュール Mozillaのモジュールの名前 
（例：Firefox）

モジュールによって欠陥が
発生する可能性が異なる

優先度 修正したバグの優先度
直感的に, 優先度が高いバグ
は欠陥が含まれやすそう

Severity（難易度） 割り当てられたバグがシステ
ムに与えたであろう影響

難易度が高いパッチは関与
する人が多いのでバグの発

生が少なそう

スーパーレビュー
バグが含まれるモジュールの
オーナーにスーパーレビュー

を指示された

スーパーレビューはシステ
ムのコアな部分に影響する

ので, バグが出やすい
以前のパッチ数 投稿されたパッチ数 ?

Writer’s パッチの数 特定の人が投稿したパッチ数 ?



メトリクス：個人
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メトリクス 説明 根拠

キュー レビュー中のレビューの数
レビューキューが長いと時
間と労力がかけれないので
レビューの質に影響する[]

レビュワーの経験 レビューをした総数

経験が多いと 
ミスが少なそう

モジュールでのレビュ
ワーの経験

特定のモジュールでレビュー
をした総数

パッチを書いた経験 パッチが承認された数
モジュールでパッチを

書いた経験
特定のモジュールでパッチが

承認された数

๏ データセットの期間が短いためツールを使用 
‣ Elastic Search 

- その地点の個人のメトリクスを計算できる 
๏ レビューキューに関しては, 途中で放棄されたものは除外



メトリクス：参加
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メトリクス 説明 根拠

CCの開発者の数 レビュー決定時にCCリストに
載っている開発者の数

『目の数があれば, バグも問
題ではない』Linusの法則

コメントの数 バグに関するコメントの数
コメントがたくさんあると

バグが出にくい
コメントした 
開発者の数

コード変更時に議論に参加し
た開発者の数

たくさん人がいるとソフト
ウェアの質が上がる

開発者ごとのコメント
の数の平均

コメント数を 
開発者で割った数 各メトリクスは 

コードレビューの品質に 
影響するのか

レビュワーコメントの
数 レビュワーからのコメント数

パッチ作成者のコメン
トの数

パッチ作成者からの 
コメント数



モデルの構築
๏ MLR（Multiple Linear Regression）モデル 
‣ 重回帰分析  

- y = β0 + β1x1 + … + βnxn 

๏ y：目的変数 
‣ バグが出たかどうか 

๏ x：説明変数 
‣ 上記のメトリクス
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結果：RQ1
๏ Q. レビュワーはどれくらいバグを見逃すのか 

๏ 半分以上 
๏ これは, 先行研究の知見とも一致する
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結果：RQ2
๏ Q. 個人的な要因はコードレビューの品質に影響するのか
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パッチサイズは 
バグが出る確率が上がる

スーパーレビューは 
バグが出る確率が下がる 

＞　有効

正：不具合が出やすい 
負：不具合が出にくい



結果：RQ2
๏ Q. 個人的な要因はコードレビューの品質に影響するのか
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レビュー負荷が重いと低品
質になる可能性が高い 

「主要レビュワーへの負荷
を分散する」

レビュー担当者の経験が多
いとバグが出にくい

正：不具合が出やすい 
負：不具合が出にくい



結果：RQ3
๏ Q. コードレビューへの参加数はコードレビューの品質に影響
するのか
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正：不具合が出やすい 
負：不具合が出にくい

CCリストへの登録者が多い
とバグが出る確率が上がる 

＞　CCリストに登録している
からといって必ず全員がバグ
に関与するわけではない

コメントが多いと 
バグが出にくい

レビュワーが多いバグは 
レビュワーからの関心が高い 

？？？

開発者はバグ修正に関与
する



まとめ
๏ 何がレビューの品質に影響を与えるのかを調査した 
‣ 個人的要因とレビューへの参加についてレビューの品質への影
響を定量的に調査した 

๏ 技術的要因 
‣ コミットサイズが大きいとバグが出やすい 

- コミットサイズを少なくするように勧める 
๏ 個人的要因 
‣ 負担が多いとミスをしやすくなる 
‣ 知識を積むといい 

๏ 参加数の要因 
‣ 予測モデルの有効な因子になる
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